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【目的】我々は現在まで数種類のE7ythrina属植物の成分検索を行い､多くのフ

ェノール性化合物を単離 し､その抗菌活性(MRSA)を評価 した｡その結果､イソ

フラボン誘導体(isolupalbigenin,erythbidinE,eryvarinW)及び 1,2-diphenylethanone

(erybacinB)に顕著な抗 MRSA活性を有することを兄いだした｡1)

今回我々は､E7ythrina属の植物成分研究のため､E7ythrinaspeciosaの成分につい

て検討 したところ､一種の新規化合物 (1)を含む数種のフラボノイ ドを得ることが
できたので報告する｡

【実験および結果】沖縄県国頭郡にて栽培されたE7ythrinaspeciosaの根部を採取
し､アセ トンで抽出した｡その抽出エキスをクロロホルムで抽出し､クロロホル

ム可溶部をシリカゲルクロマ トで繰 り返し分離､精製 した結果､一種の新規イソ

フラボン(1)と数種の既知フラボノイ ド (bidwilloIA,cristacarpin,eryvarinD,eryvarin

L,sophorapterocarpanA等)を単離した｡新規化合物の構造は､各種スペク トルデ
ーターおよび二次元 NMRスペクトルデーターの解析により決定した｡これらの抗

菌活性については現在検討中である｡
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